
 

 

フォーラムでは「今後の都市農業のありかた」
などについて活発に議論された

　

東
京
都
農
業
会
議
と
農
業
委

員
会
地
区
協
議
会
・
連
合
会
は
、

「
第
52
回
東
京
都
農
業
委
員
・

農
業
者
大
会
」
を
平
成
23
年
３

月
３
日
（
木
）
午
後
１
時
よ
り

昭
島
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て

開
き
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
「
東
京
農
業
の

確
立
に
関
す
る
要
望
」
・
「
都
市

農
業
の
振
興
と
都
市
農
地
保
全

に
関
す
る
要
望
」
お
よ
び
「
農

業
委
員
会
活
動
の
積
極
的
推

進
」
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

　

記
念
行
事
と
し
て
、
第
50
回

企
業
的
農
業
経
営
顕
彰
、
第
30

回
農
業
後
継
者
顕
彰
、
第
37
回

農
業
委
員
会
等
功
労
者
表
彰
を

行
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
各
位
の
積
極
的
な

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
、
新
た
な
気

持
ち
で
東
京
農
業
の
発
展
を

願
う
▼
最
近
、
気
に
な
る
こ

と
は
、
日
本
全
体
の
農
業
者

意
識
に
大
き
な
変
化
が
お
き

て
い
る
こ
と
で
あ
る
▼
直
接

支
払
い
を
は
じ
め
と
す
る
農

業
政
策
は
農
業
者
の
誇
り

と
、
国
民
に
農
業
・
農
村
＝

国
土
を
守
る
意
識
を
高
め
る

も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
▼

そ
の
た
め
、
高
齢
化
や
世
代

変
わ
り
に
よ
っ
て
「
地
域
農

業
を
守
っ
て
い
く
」
と
い
う

活
力
が
薄
れ
て
い
っ
た
よ
う

に
感
じ
る
▼
一
方
で
、
農
業

が
面
白
く
て
や
り
が
い
を
感

じ
て
い
る
農
業
者
も
い
る
▼

農
業
者
の
意
識
に
大
き
く
二

分
化
が
お
こ
っ
て
い
る
実
感

が
あ
る
▼
大
き
な
消
費
地
を

抱
え
る
東
京
農
業
は
、
農
地

面
積
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず

楽
し
く
て
や
り
が
い
の
あ
る

農
業
が
必
ず
あ
り
、
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
も
無
数
に
あ
る

▼
今
あ
る
農
地
を
最
大
限
に

活
か
し
、
地
域
住
民
と
と
も

に
活
力
あ
る
農
業
を
行
う
こ

と
が
、
農
地
を
守
る
最
大
の

方
策
で
あ
ろ
う
。

あ　

ぜ　

み　

ち

新
年
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
都
農
業
会
議　

会
長　

波
多
野
重
雄

農
林
業
セ
ン
サ
ス

 

東
京
都
結
果
速
報
を
公
表
！

「
都
市
計
画
制
度
の
見
直
し
と
都
市
農
業
の
展
望
」

             

を
テ
ー
マ
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ア
グ
リ
タ
ウ
ン
研
究
会

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東

京

都

農

業

会

議

第
52
回
東
京
都
農
業
委
員
・
農
業
者
大
会
を
開
き
ま
す

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
夏
の
高
温
乾
燥
に

加
え
、
政
治
的
に
も
不
安
定
な

中
、
農
業
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
ご
苦
労
の
多
い
年
だ
っ
た
と

存
じ
ま
す
。

業
会
議
は
、
11
月
27
日
に
、
新

宿
区
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

に
て
「
都
市
計
画
制
度
の
見
直

し
と
都
市
農
業
の
展
望
」
を
テ
ー

マ
に
、
都
市
農
業
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
き
ま
し
た
。

　

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
現
在
、

国
土
交
通
省
に
設
け
ら
れ
て
い

る
小
委
員
会
に
お
い
て
都
市
計

画
制
度
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
受
け
、
都
市
農
業

の
あ
り
方
や
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
研
究
し
よ
う
と
開
か
れ
た

も
の
で
す
。 　

ア
グ
リ
タ
ウ
ン

研
究
会
（
後
藤
光

蔵
座
長
＝
武
蔵
大

学
教
授
）
と
都
農

 
 

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
ま
ず
、
国

土
交
通
省
都
市
・
地
域
整
備
局
の

新
田
敬
師
調
整
官
よ
り
、
都
市
計

画
制
度
を
巡
る
情
勢
に
つ
い
て
小

委
員
会
で
の
検
討
内
容
な
ど
を
中

心
に
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
ア
グ
リ
タ
ウ
ン
研

究
会
の
後
藤
座
長
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
府
中
市

農
業
委
員
会
の
小
林
清
秀
会
長
、

東
京
大
学
大
学
院
の
横
張
真
教

授
、
都
農
業
会
議
の
原
事
務
局

長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、

都
市
農
業
の
現
状
や
展
望
に
つ

い
て
発
表
を
し
、
１
０
０
人
を

超
す
会
場
の
参
加
者
と
、
今
後

の
都
市
農
業
の
あ
り
か
た
な
ど

に
つ
い
て
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

　

東
京
都
総
務
局
は
、
２
０
１
０

年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
東

京
都
調
査
結
果
速
報
を
、
こ
の

た
び
公
表
し
ま
し
た
。

　

本
セ
ン
サ
ス
は
、
統
計
法
に

基
づ
き
、
５
年
に
一
度
、
実
施

さ
れ
、
結
果
は
、
農
業
施
策
な

ど
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
関
連
記
事
３
面
）

　

全
国
農
業
会
議
所
の
副
会
長

と
し
て
も
、
本
年
は
地
域
農
業

を
見
据
え
た
農
政
の
展
開
を
行

う
よ
う
、
強
く
政
府
に
働
き
か

け
る
と
と
も
に
、
来
る
べ
き
都

市
計
画
法
改
正
に
向
け
て
研
究

を
積
み
上
げ
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
各
位
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
・
団
体
の
皆
様
に
一

層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



常　

任　

会　

議　

員　

会　

議　

だ　

よ　

り

第
９
回
常
任
会
議
員
会
議

　

平
成
22
年
12
月
17
日
に
開

催
。
状
況
は
次
の
と
お
り
。

議
事

　

①
農
地
法
第
４
条
・
５
条

の
規
定
に
基
づ
く
知
事
諮
問

は
４
条
１
件
１
７
８
㎡
、
５

条
５
件
１
２
２
５
㎡
を
審
議

し
、
許
可
相
当
の
答
申
を
決

定
し
た
。
②
平
成
22
年
度
東

京
都
農
業
会
議
予
算
の
補
正

を
決
定
し
た
。

協
議

　

①
３
月
３
日
（
木
）
開
催

の
第
52
回
東
京
都
農
業
委
員
・

農
業
者
大
会
開
催
要
領
を
決

定
し
た
。
②
農
地
法
等
改
正

へ
の
対
応
状
況
と
農
地
流
動

化

の

取

り

組

み

を

説

明

し

た
。
③
農
業
者
年
金
の
加
入

推
進
と
状
況
に
つ
い
て
説
明

し
た
。
④
平
成
23
年
度
税
制

改
正
大
綱
の
概
要
を
説
明
し

「
相
続
税
の
課
税
強
化
に
反
対

す
る
」
要
望
書
を
決
定
し
、

政
府
・
国
会
へ
提
出
す
る
こ

と
と
し
た
。

　

当
面
の
農
政
問
題
は
、
農

業
セ
ン
サ
ス
結
果
（
速
報
値
）

な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
反
対
を
表
明
決
議

　
　

都
内
選
出
国
会
議
員
に
要
請
活
動
を
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
国
農
業
委
員
会
会
長
代
表
者
集
会

農
地
利
用
状
況
調
査
に
全
都
的
に
取
り
組
む

　

稲
城
市
農
業
委
員
会
で
は
農
地
法
第
30
条
第
３
項
の
「
指
導
通
知
書
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
地
管
理
・
流
動
化
推
進
月
間
状
況

波多野会長の要請説明に耳を傾ける
　　加藤公一議員（中央）と小川敏夫議員（右）

農業者のための制度である農業者年金の普及
推進の大切さを話す川鍋青梅市農委会長

　

全
国
農
業
委
員
会
会
長
代
表

者
集
会
が
、
12
月
３
日
に
、
九

段
会
館
に
て
開
か
れ
、
都
内
か

ら
は
、
26
人
の
農
業
委
員
会
長

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
「
貿
易
自
由
化
問

題
と
日
本
農
業
の
進
路
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
東
京
大
学
鈴
木
宣
弘

教
授
に
よ
る
講
演
会
、
お
よ
び

「
食
料
・
農
業
・
農
村
の
危
機
突

破
の
た
め
の
政
策
提
案
」
・
「
包

括
的
経
済
連
携
等
に
関
す
る
要

請
決
議
」
な
ど
を
採
択
し
ま
し

た
。
ま
た
、
大
会
終
了
後
に
は
、

要
請
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

東
京
都
に
お
い
て
は
、
参
議

院
議
員
会
館
に
て
、
都
内
選
出

の
民
主
党
国
会
議
員
を
一
堂
に

会
し
、
要
請
活
動
お
よ
び
意
見

交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

衆
議
院
議
員
６
人
・
参
議
院

議
員
２
人
の
計
８
人
の
国
会
議

員
が
出
席
を
し
、
特
に
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
参
加
反
対
、
都
市
農
業
の
振

興
、
都
市
農
地
保
全
施
策
に
つ

い
て
、
要
請
と
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
を
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
者
年
金
制
度
推
進
研
究
会
開
く

　

都
農
業
会
議
は
、
11
月
26
日

に
、
農
業
者
年
金
加
入
推
進
員

な
ど
を
対
象
に
「
農
業
者
年
金

制
度
推
進
研
究
会
」
を
開
き
ま

し
た
。

　

研
究
会
で
は
、
ま
ず
、
農
業

会
議
か
ら
加
入
推
進
の
具
体
的

活
動
に
つ
い
て
説
明
を
し
ま  

し
た
。

　

次
に
、
青
梅
市
農
業
委
員
会

の
川
鍋
会
長
が
事
例
報
告
を
し

「
自
分
の
将
来
は
、
自
分
で
設
計

を
た
て
、
後
継
者
と
も
ど
も
国

民
年
金
の
上
乗
せ
年
金
と
し
て

農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
い
た

こ
と
が
今
と
な
っ
て
は
良
か
っ

た
と
思
え
る
。
様
々
な
年
金
は

あ
る
が
、
保
険
料
が
全
額
社
会

保
険
料
控
除
で
あ
り
積
立
方
式

の
農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
に

も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
積
極
的

推
進
活
動
に
つ
い
て
、
報
告
が

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
特
定
社
会
保
険
労

務
士
の
入
来
院
重
宏
氏
が
「
他

の
年
金
と
比
較
し
て
も
農
業
者

年
金
は
節
税
効
果
が
高
く
有
利

な
年
金
で
あ
る
」
と
解
説
を
交

え
、
講
演
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
農
業
者
年
金
基
金

の
伊
藤
理
事
長
が
加
入
推
進
や

運
用
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
し

「
農
業
者
の
要
望
に
よ
り
設
立

さ
れ
た
制
度
で
あ
り
、
対
象
者

す
べ
て
が
制
度
を
知
る
必
要
が

あ
る
。
安
心
し
て
普
及
推
進
に

取
り
組
ん
で
欲
し
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

東
京
都
内
の
農
業
委
員
会
で

は
、
８
月
～
10
月
の
間
を
「
農

地
管
理
・
流
動
化
月
間
」
と
し

て
取
り
組
み
ま
し
た
。

 
 

特
に
、
本
年
は
、
昨
年
12
月

15
日
に
改
正
農
地
法
が
施
行
さ

れ
、
農
地
法
第
30
条
に
「
農
地

利
用
状
況
調
査
」
が
位
置
づ
け

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
農
地
利

用
状
況
調
査
と
位
置
づ
け
、
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
街
化
区
域
以
外
で
は
、

さ
ら
な
る
農
地
流
動
化
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
対
象
の
農

業
委
員
会
に
お
い
て
は
、
農
業
経

営
基
盤
強
化
促
進
法
の
利
用
権
の

設
定
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

農
地
利
用
状
況
調
査
の
実
施

に
あ
た
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

農
委
会
で
事
前
に
「
農
業
委
員

会
だ
よ
り
」
な
ど
で
調
査
の
周

知
が
さ
れ
、
月
間
中
、
都
内
で

約
２
０
０
０
枚
の
活
動
記
録

カ
ー
ド
が
農
業
委
員
よ
り
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

 
 

稲
城
市
農
委
会
（
笹
久
保
榮

会
長
）
で
は
、
農
地
利
用
状
況

調
査
の
結
果
、
都
内
で
は
じ
め

て
、
本
月
間
中
に
、
農
地
法
第

30
条
第
３
項
に
基
づ
く
「
指
導

通
知
書
」
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

に
勧
め
て
い
る
」
と
、
自
ら
の

経
験
を
踏
ま
え
た
日
常
の
加
入



２
０
１
０
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
東
京
都
調
査
結
果
速
報
概
要

　

東
京
都
は
、
11
月
26
日
に

「
２
０
１
０
年
世
界
農
林
業
セ

ン
サ
ス
」
の
「
東
京
都
調
査
結

果
速
報
」
（
平
成
22
年
２
月
１

日
現
在
）
を
公
表
し
ま
し
た
。

１
．
農
林
業
経
営
体

　

農

林

業

経

営

体

数

は
、

７
８
１
５
経
営
体
で
、
こ
の
う

ち
農
業
経
営
体
数
は
７
４
５
５

経
営
体
と
な
り
ま
し
た
。
平

成

17
年

の

調

査

と

比

べ

て
、

６
９
６
経
営
体
（
８
・
２
％
）

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

組
織
形
態
別
農
林
業
経
営

体
数
を
み
る
と
、
法
人
化
し

て
い
る
経
営
体
が
１
６
３
経

営
体
と
な
り
、
そ
の
う
ち
株

式
会
社
形
態
が
１
２
０
経
営

体
と
な
り
ま
し
た
。

２
．
農
業
経
営
体

①
経
営
耕
地
面
積
規
模
別
経

営
体
数

　

経
営
耕
地
面
積
規
模
別
の

経
営
体
数
を
み
る
と
、
耕
地

面
積
１
ha
未
満
が
６
１
３
９

経
営
体
で
全
体
の
80
％
以
上

と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
の
調
査
と
比
べ

る
と
ほ
と
ん
ど
の
階
層
で
経

営
体
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、 

市
部
の
５
ha
以
上
層
や
群
部

町
村
の
２
～
３
ha
層
、
ま
た

島
し
ょ
部
の
ほ
と
ん
ど
の
階

層
で
は
、
経
営
体
が
増
加
し

ま
し
た
。

②
農
産
物
販
売
金
額
規
模
別

経
営
体
数

　

農
産
物
販
売
金
額
規
模
別

の
経
営
体
数
を
み
る
と
「
販

売
な
し
」
が
１
０
４
３
経
営

体
（

14
％
）
、
「

販

売

あ

り

」

が
６
４
１
２
経
営
体
（
86
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

「

販

売

な

し

」

と

販

売

額

１
０
０
万
円
未
満
の
経
営
体

を
合
わ
せ
る
と
、
全
体
の
53
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

③
農
業
経
営
組
織
別
経
営
体
数

　

農
業
経
営
組
織
別
の
経
営
体

数
を
み
る
と
「
販
売
あ
り
」
の

経
営
体
６
４
１
２
の
う
ち
、
単

一
経
営
の
経
営
体
は
４
２
２
０

経
営
体
と
な
り
ま
し
た
。

　

単
一
経
営
の
う
ち
、
露
地

野

菜

が

２

０

３

８

経

営

体
、

花
き
・
花
木
が
９
５
８
経
営

体
、
果
樹
類
が
６
５
８
経
営

体
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
別
で
は
区
部
、
市
部

お
よ
び
郡
部
町
村
で
は
露
地

野
菜
、
島
し
ょ
部
で
は
花
き
・

花
木
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
を
全
国
の
構
成
比
と

比
較
す
る
と
稲
作
・
麦
類
は
少

な
く
、
露
地
野
菜
と
花
き
・
花

木
で
は
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

④
経
営
耕
地
の
状
況

　

耕
地
種
類
別
に
耕
地
面
積

を
み
る
と
畑
が
３
３
３
３
・
２

ha

で

全

体

の

65
・

９

％

を

占

め

て

お

り
、

樹

園

地

が

１

４

２

５
・
４

４

ha
、

田

が

２
９
６
・
２
ha
と
な
っ
て
い
ま

す
。
平
成
17
年
の
調
査
と
比
べ

る
と
、
全
体
的
に
耕
地
面
積
は

減
少
傾
向
で
す
が
、
市
部
や
郡

部
町
村
及
び
島
し
ょ
部
の
樹
園

地
は
増
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
借
入
耕
地
の
状
況
を

み
る
と
、
耕
地
を
借
り
入
れ

て
い
る
経
営
体
数
は
７
４
８

経

営

体
、

借

入

面

積

は

３
３
５
・
１
ha
と
な
っ
て
い
ま

す
。
島
し
ょ
部
の
借
入
れ
が

最
も
多
く
、
１
５
９
・
４
ha
で
、

全
体
の
４
７
・
６
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

⑤

農

業

生

産

関

連

事

業

を

行
っ
て
い
る
経
営
体
の
事
業

種
類
別
経
営
体
数

　

農

業

生

産

関

連

事

業

を

行
っ
て
い
る
経
営
体
に
つ
い

て
み
る
と
、
全
体
的
に
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

事
業
別
で
は
、
「
農
産
物
の

加

工

」

は

２

５

４

経

営

体
、

「
貸
農
園
・
体
験
農
園
等
」
は

２
３
５
経
営
体
、
「
観
光
農
園
」

は
１
８
４
経
営
体
と
な
り
、
特

に
増
加
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

農
家
民
宿
や
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

⑥
農
産
物
出
荷
先
別
経
営
体
数

　

出
荷
先
別
の
延
べ
経
営
体

数
を
み
る
と
「
消
費
者
に
直

接
販
売
」
が
３
６
７
２
経
営

体
（
57
・
３
％
）
、
卸
売
市
場
が

１
８
７
３
経
営
体
（
29
・
２
％
）
、

「
農
協
」
が
１
７
４
３
経
営
体

（
27
・
２
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
別
で
は
、
区
部
や
市

部
で
は
「
諸
費
者
に
直
接
販

売
」
が
最
も
多
く
、
島
し
ょ

部
で
は
「
農
協
」
が
最
も
多

く
な
り
ま
し
た
。

　

東
京
都
を
全
国
と
比
較
す

る
と
、
「
農
協
」
の
割
合
が
低

く
「

消

費

者

に

直

接

販

売

」

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

３
．
総
農
家

　

総
農
家
数
は
１
３
０
９
９
戸

と
な
り
、
平
成
17
年
の
調
査
と

比
べ
る
と
、
６
０
１
戸
減
少
し

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
販
売
農
家

数
は
６
８
１
２
戸
（
52
％
）
、

自
給
的
農
家
数
は
６
２
８
７
戸

（
48
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

４
．
販
売
農
家

①
主
副
業
別
農
家
数

　

販
売
農
家
を
主
副
業
別
に

み

る

と
、

主

業

農

家

数

は

２
１
０
６
戸
（
30
・
９
％
）
、

準
主
業
農
家
数
は
１
９
４
３

戸
（
28
・
５
％
）
、
副
業
的
農

家

数

は

２

７

６

３

戸
（

40
・

６
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
の
調
査
と
比
べ

る
と
、
全
体
で
は
７
・
４
％
減

少

し
、

主

業

農

家

は

２

％
、

準
主
業
農
家
は
11
・
８
％
、
副

業
的
農
家
は
８
％
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
。

　

地
域
別
で
は
、
区
部
や
市

部
及
び
群
部
町
村
で
は
減
少

し
ま
し
た
が
、
島
部
町
村
で

は
増
加
し
ま
し
た
。

②
専
兼
業
別
農
家
数

　

販
売
農
家
を
専
兼
業
別
に

み

る

と
、

専

業

農

家

数

が

２
２
５
１
戸
、
兼
業
農
家
数

が
４
５
６
１
戸
と
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
５
・
１
％
、
８
・
５
％

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
別
に
み
る
と
、
区
部

や
市
部
及
び
群
部
町
村
で
は

減
少
し
ま
し
た
が
、
島
部
町

村
で
は
専
業
、
兼
業
と
も
に

増
加
し
ま
し
た
。

③
農
業
就
業
人
口

　

販
売
農
家
の
農
業
就
業
人
口

を
み
る
と
１
２
９
６
５
人
と
な

り
、
男
性
が
７
１
６
１
人
（
55
・

２
％
）
、
女
性
が
５
８
０
４
人

（
44
・
８
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
17
年
の
調
査
と
比
べ
る

と
、
全
体
で
は
20
・
７
％
、
男

性
12
％
、
女
性
29
・
３
％
の
減

少
と
な
り
、
女
性
が
大
き
く
減

少
し
ま
し
た
。

　

平
均
年
齢
は
63
・
８
歳
で
、

全
国
平
均
の
65
・
８
歳
よ
り
も

２
歳
下
回
り
ま
し
た
。

５
．
耕
作
放
棄
地

　

東
京
都
の
耕
作
放
棄
地
は

減
少
傾
向
に
あ
り
、
農
家
お

よ
び
土
地
持
ち
非
農
家
の
耕

作
放
棄
地
面
積
は
９
９
１
ha

と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
の
調
査
と
比
べ

る
と
、
１
０
４
ha
（
９
・
５
％
）

減
少
し
て
い
ま
す
。



◆
２
～
３
月
の
日
程
◆

２
・
４ 

㈮ 

組
織
・
活
動
検

２
・
８ 

㈫ 

農
委
会
活
動
研

２
・
14 

㈪ 

組
織
・
活
動
研

２
・
17 

㈭ 

第
11
回
常
任
会
議

３
・
３ 

㈭ 

第
52
回
農
業
者
大
会

３
・
11 

㈮ 

主
任
職
員
協
議
会

３
・
17 

㈭ 

通
常
総
会
・
互
選
会

◇
冬
期
地
区
別
検
討
会
◇

　

（
会
長
・
職
務
代
理
・
職
員
）

１
・
18 

㈫ 

区
内
地
区

１
・
19 

㈬ 

西
多
摩
地
区

１
・
21 

㈮ 

島
し
ょ
地
区

１
・
24 

㈪ 

南
多
摩
地
区

１
・
25 

㈫ 

北
多
摩
西
部

１
・
26 

㈬ 

北
多
摩
南
部

１
・
27 

㈭ 

北
多
摩
北
部

生
産
者
と
消
費
者
で
「
食
と
農
セ
ミ
ナ
ー
」
開
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東

京

都

農

業

会

議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
都
消
費
者
月
間
実
行
委
員
会

所
沢
市
農
業
委
員
会
と
農
地
の
利
用
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東

京

都

農

業

会

議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
東
京
市
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清

瀬

市

農

業

委

員

会

「農業の衰退は消費者にとっても大きな問題」
と説く山下惣一さん

農業経営者の話しを聞く消費者

小
平
市
の
農
業
を
都
内
の
消
費
者
が
見
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

「
が
ん
ば
る
農
業
応
援
バ
ス
ツ
ア
ー
」
開
く

都
内
７
地
区
で

　

農
委
会
職
員
検
討
会
開
く

23
区
の
農
業
を
Ｐ
Ｒ
！

　

都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
（
石
川

清
会
長
）
と
都
農
業
会
議
お
よ
び

東
京
都
消
費
者
月
間
実
行
委
員
会

（
羽
賀
育
子
委
員
長
）
は
、
共
催

に
よ
り
、
こ
の
た
び
、
武
蔵
野
市

の
ス
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
で
「
食
と
農

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

都
内
の
農
業
者
と
消
費
者
が
と

も
に
学
び
、
語
り
あ
お
う
と
い
う

企
画
で
、
ク
ラ
ブ
会
員
や
認
定
農

業
者
と
い
っ
た
農
業
者
が
ほ
ぼ
半

数
、
消
費
者
が
ほ
ぼ
半
数
の
あ
わ

せ
て
１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

前
半
は
、
佐
賀
県
で
農
業
を
営

み
な
が
ら
作
家
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
山
下
惣
一
さ
ん
の
講
演
が
行

わ
れ
、
後
半
は
参
加
者
同
士
に
よ

る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
農
の
ゆ
く
え
、
食
の
未
来
」

と
題
し
た
講
演
で
は
、
山
下
さ
ん

が
「
東
京
の
農
業
は
日
本
農
業
の

象
徴
」
と
話
し
、
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
な
が
ら
農
業
を
と
り
ま
く
状
況

を
鋭
く
分
析
し
、
農
業
の
衰
退
は

消
費
者
に
と
っ
て
も
大
き
な
問
題

で
あ
る
こ
と
を
説
き
ま
し
た
。

　

後
半
の
意
見
交
換
は
山
下
さ
ん

も
加
わ
り
、
参
加
者
を
10
グ
ル
ー

プ
に
分
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
者
と
消
費
者
が
日
々
感

じ
て
い
る
こ
と
を
出
し
合
い
、

本
音
で
交
流
す
る
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

れ
、
農
地
の
貸
借
な
ど
に
つ
い
て
、

意
見
交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

所
沢
市
農
委
会
で
は
、
農
地
サ

ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
遊
休
農
地

の
解
消
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
所
沢
市
と
隣
接
す

る
都
内
の
市
に
お
い
て
は
、
農
地

が
市
街
化
区
域
に
し
か
な
く
、
認

定
農
業
者
が
規
模
拡
大
を
志
向
し

て
も
、
農
地
を
借
り
る
こ
と
が
で

き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 
 

今
回
の
意
見
交
換
で
は
、
都

内
の
認
定
農
業
者
に
農
地
の

あ
っ
せ
ん
の
道
を
開
い
て
ほ
し

い
こ
と
、
ま
た
、
協
力
し
あ
い
、

遊
休
農
地
の
解
消
を
進
め
る
こ

と
な
ど
が
話
し
あ
わ
れ
ま
し
た
。

　

都
農
業
会
議
は
、
11
月
22
日
に
、

西
東
京
市
農
委
会
（
貫
井
正
彦
会

長
）
お
よ
び
清
瀬
市
農
委
会
（
松

村
俊
夫
会
長
）
と
と
も
に
、
所
沢

市
農
委
会
（
斉
藤
晃
会
長
）
を
訪

　

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

（
石
川
清
会
長
）
と
東
京
都
消
費

者
月
間
実
行
委
員
会
（
羽
賀
育

子
委
員
長
）
は
、
都
内
の
消
費

者
を
対
象
に
「
が
ん
ば
る
農
業

応
援
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
小
平
市

で
実
施
し
ま
し
た
。

　

小
平
市
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

（
竹
内
博
行
会
長
）
の
協
力
の
も

と
、
40
人
の
消
費
者
が
同
市
内

の
野
菜
や
花
き
の
生
産
、
摘
み

取
り
園
な
ど
を
見
学
し
、
生
産

者
と
交
流
し
ま
し
た
。

　

東
京
都
農
業
会
議
は
、
11
月

～
12
月
に
か
け
て
、
都
内
７
地

区
で
農
業
委
員
会
職
員
検
討
会

を
開
き
ま
し
た
。

　

各
地
区
に
お
い
て
、
農
業
委

員
会
活
動
の
推
進
、
農
地
制
度

の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
建
議
」「
大

会
要
望
」
に
向
け
て
の
検
討
を

行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
15
日
よ
り
施
行
さ

れ
た
改
正
農
地
法
な
ど
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
各
農
業
委
員
会

で
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
農

地
利
用
状
況
調
査
を
実
施
し
た

の
か
、
あ
る
い
は
、
相
続
時
の

届
出
な
ど
の
対
応
に
つ
い
て
、

協
議
し
ま
し
た
。

 

区
内
の
農
業
振
興
・
農
地
保
全

を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
11
月
28
日

に
、
有
楽
町
の
交
通
会
館
に
お

い
て
「
と
う
き
ょ
う
農
業
新
発

見
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
で
は
、
区
内
産

野
菜
の
即
売
、
パ
ネ
ル
展
示

な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人

が
足
を
止
め
、
23
区
の
農
業
の

紹
介
パ
ネ
ル
に
見
入
り
、
新

鮮
な
野
菜
を
口
に
し
、
購
入

し
て
い
ま
し
た
。


